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例　　　　　言

１． 本概報は、2018 年 8 月 4 日から 8 月 25 日にかけて北海道礼文郡礼文町の浜中２遺跡において行った
　　 考古学調査の概要報告である。

２．本発掘調査は、北海道大学が組織主体となり、以下の体制で実施した。調査組織は以下のとおりである。
                          発掘主体者　常本照樹（北海道大学アイヌ・先住民研究センター センター長） 
                          発掘担当者　加藤博文（北海道大学アイヌ・先住民研究センター 教授）
                          調査員　　　平澤　悠（北海道大学アイヌ・先住民研究センター 博士研究員）　
　 　　　　　　調査協力者　近藤祉秋（北海道大学アイヌ・先住民研究センター 助教）
                          調査協力者    佐藤丈寛 （金沢大学医薬保健研究域医学系 助教）
　　　　　　　 調査協力者    岡田真弓（北海道大学創成研究機構 特任助教）
                          調査協力者    蔦谷　匠  （国立研究開発法人海洋研究開発機構 博士研究員）
　　　　　　　 
　　遺　跡　名　　　浜中２遺跡（北海道教育委員会登載番号：H-08-019）
　　所　在　地　　　北海道礼文郡礼文町大字船泊村字ホロナイホ 499-2, 499-4, 499-5
       発掘面積　　　　31 ㎡

３．2018 年度の調査実施にあたっては、科学研究費補助金基盤研究 A「境界域での民族集団の形成：考古学
　　と人類遺伝学によるアイヌ民族形成過程の解明」（研究代表者：加藤博文、2016-2019 年度）、および日
　　本学術振興会研究拠点形成事業（先端拠点形成型）「文化的多様性の形成過程の解明を目指す国際先住民
　　研究拠点の構築」（プロジェクトコーディネータ：加藤博文、2018-2022 年度）の助成を受けた。

４．本概報の作成は、本研究プロジェクトに参加したメンバーが分担しておこなった。出土遺物のうち、土器
　　片の拓本 ・断面実測およびトレースは、佐藤理恵、武田美香、劉秉玟 （北海道大学アイヌ・先住民研究セ
　　ンター　事務補助員）が実施した。石器、骨角器類、金属器の実測およびトレースは加藤・平澤が実施した。
　　本概報の執筆は、以下のように分担している。 
　　　　例　言、第 1 章、第２章、第 7 章　加藤博文
　　　　第 3 章、第４章、第５章第 3 節・第 4 節・第 5 節　平澤悠　                                                      　
　　　　第５章第 2 節 1)　劉秉玟、第 5 章第 2 節 2)　坂口隆（アイヌ・先住民研究センター 客員研究員）
　　　　第 6 章　久保大輔（北海道大学大学院　医学研究院連携医学系部門　人類進化学教室 准教授）
　　　　
　なお本年度の出土遺物のうち、動物遺存体は慶應義塾大学文学部民族学考古学研究室において佐藤孝雄　　 
教授を中心に整理作業をおこなっている。また出土動物遺存体のうちカラフトブタとイヌについては、北海道
大学大学院理学研究院多様性生物学分野の増田隆一教授を中心に DNA 分析を進めている。年代測定および人
骨の安定同位体分析については、東京大学総合研究博物館の米田穣教授を中心に分析作業をおこなっている。

5． 2018 年度の出土資料は、北海道大学アイヌ・先住民研究センターで保管している。
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6.　 調査に際しては、 調査地点地主である中谷榮氏に調査期間の全体を通じてご理解とご協力を得た。調査ま
       での準備と調査実施においては、小野徹町長、岩城修教育長、藤澤隆史社会教育主事をはじめ礼文町およ
       び礼文町教育委員会の支援と協力を得た。調査メンバーを代表して感謝の意を表する次第である。

遺跡と船泊湾（ドローンによる撮影）

発掘調査およびフィールドスクールの参加者
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第１章　　調査の目的と実施体制

第 1 節　調査の目的

　浜中 2 遺跡での考古学調査は、2011 年から BHAP(Baikal-Hokkaido Archaeology Project) の
一環として、アルバータ大学 ( カナダ ) と北海道大学の共同研究として開始された。アルバータ
大学との共同調査は、2016 年度をもってカナダ側の研究助成期間が終了したため、2017 年度
以降は、北海道大学が中心となり、日本学術振興会の科学研究費補助金と研究拠点形成事業の支
援を受けて実施している。
　これまでの調査によって浜中２遺跡は、縄文文化期後半から 18 世紀のアイヌ文化に至る生活
痕跡が 4m 以上に累積した多層遺跡であることが明らかになっている。2018 年度の調査は、調
査区の南⻄端において I 層中で確認されたアイヌ文化期のアワビ貝集積遺構と、調査区中央部の
IX 層において確認された縄文文化期晩期主体の土器・石器・動物骨が集積する文化層の面的広
がりを確認することを目的として計画された。

第２節　礼文島における調査と研究拠点形成事業との関連

　礼文島は、先史時代の狩猟採集民社会の文化変化と環境適応行動を比較考察する上で最良の
データが得られるフィールドである。本プロジェクトでは、 礼文島北部の遺跡の立地環境に注目
し、 船泊湾域の遺跡群において、 1) 居住地点における生業活動の時期的変遷の把握、 2) 砂丘形成
過程と生業活動面の形成過程の相関関係の解明、 3) 古人骨資料からの集団系統や古食性データに
関するサ ンプルの収集、 4) 遺跡周辺における古気候環境データの集成を目指している。
　2012 年度からは、科学研究費補助金基盤研究 A 「アイヌ民族文化の形成過程の解明に向けた
総合的研究」 ( 研究代表者 : 加藤博文、2012-2015 年度 ) の助成を受け、2013 年度からは日本
学術振興会研究拠点形成事業 ( 先端拠点形成型 )「北方圏における人類生態史総合研究拠点」 の
研究助成を受けることができた。また継続課題として、 2016 年度からは科学研究費補助金基盤
研究 A 「境界域での民族集団 の形成 : 考古学と人類遺伝学によるアイヌ民族形成過程の解明」 ( 研
究代表者 : 加藤博文、 2016-2019 年度 )、研究拠点形成事業（先端拠点形成型）「文化的多様性
の形成過程の解明を目指す国際先住民研究拠点の構築」（2018-2022 年度）の助成を受けている。
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第２章　　浜中２遺跡の調査と概要

第 1 節 調査にいたる経緯

　北海道大学とアルバータ大学による浜中 2 遺跡における国際共同調査は、2011 年度から開
始された。調査にいたる経緯は、 これまでの概要報告において提示した通りである ( 加藤ほか 
2012)。 
　2012 年度の調査は、 主に地中探査レーダーによる表層からの貝層や墓、 配石遺構の分布状態
の確認調査を実施した。 2015 年度の調査は、それまでのオホーツク文化期と続縄文文化期に
加えて、 下層で確認された縄文文化期の遺物包含層の調査を目的として、 8 月 1 日から 8 月 31 
日までの期間で調査を実施している ( 北海道大学アイヌ ・ 先住民研究センター加藤博文研究室編 
2016)。2017 年度には、調査区南側において確認されたアイヌ文化期の文化層の広がりを確認
することを目的に、8 月１日から 8 月 25 日まで調査を実施した。（北海道アイヌ・先住民研究
センター加藤博文研究室編 2016）またこれまでの調査内容については、 幾度か口頭による報告
も行なっている ( 岩波 ・ 長沼 2015、 加藤 2015、 岩波ほか 2016 、平澤ほか 2017 など )。

第 2 節 礼文島の環境

　礼文島は、 北海道島の北西約 60km に位置する離島である。島は南北に約 25.8km、 東西に 
7.9km と南北に細長い形状を呈している。 島の東西の両海岸は、 海蝕崖によって急峻な海岸線
が続き、 島中央部より注ぎ出る河川により開析された谷状地形と河口が入り江状の地形を作り出
している。 島の北部は、 一転して緩やかな起伏が続き、 金田岬とスコトン岬に挟まれた船泊湾は、 
遠浅の大きな内湾地形を作り出しており、 湾の中央部には複数の時期により形成された砂丘状地
形が広がっている。
　島の最高地点は、 礼文岳で 490m であり、 低標高の緩やかな起伏をもった島である。 島の動
植物は、 離島特有の特色を示しており、 ヒグマ、 エゾシカ、 キツネなどの大型中型獣は生息して
いない。 植生としては、 針葉樹 としてトドマツ、 ハイマツ、 落葉広葉樹はダケカンバ、 オノエヤ
ナギ、 草本類ではチシマザサが主体をなす。島の北端に広がる船泊湾は、 海岸沿いに広がる砂丘
列と東部に位置する久種湖で構成される。湾の東部に位置する久種湖は、周囲 6km ほどの淡水
湖である。 湖の前面には、船泊砂丘が東西ほぼ 1km にわたり続いている。 一方、 船泊湾中央部
には、 島中央部より島最大の河川である大沢川が南から北へ向かい注いでいる。この大沢川の河
口から湾の西側スコトン岬方向に向かい形成されているのが浜中砂丘である。これら二つの砂丘
である船泊砂丘と浜中砂丘は、 異なる時期に形成された複数の砂列帯によって構成されている。

2



第 3 節 遺跡の立地

　船泊湾沿いに広がる砂丘からは、 
古くから石器や土器、 そして人骨が
出土することが知られてきた。これ
までの調査でもこの一帯に縄文文化
期からアイヌ文化期にわたる複数の
遺物包含層が確認されている。船泊
湾の東側に伸びる船泊砂丘では、 縄
文文化期後期から、 続縄文文化期、 オ
ホーツク文化期からアイヌ文化期に
わたる遺物包含層が確認されている

（第 1 図）。この船泊砂丘の西端には、 
重兵衛沢川が船泊湾に注いでいる。 
砂丘先端には擦文文化期から近世ア
イヌ文化期にかけての遺物包含層を
もつ重兵衛沢遺跡、 重兵衛沢 2 遺跡
が位置している。船泊湾の中央部に
は大沢川の河口があり、 河口の西側
の浜中砂丘には、 浜中 1 遺跡と浜中 
2 遺跡が位置する。浜中 1 遺跡は北
海道道 507 号線の北側に位置し、 海
側に貝層や墓が確認され、 数多くの
人骨が発掘収集されてきた（児玉・大
場 1952）。遺跡の時期はオホーツク文
化期から近世アイヌ文化期と推定されている。一方、 浜中砂丘の南側の後背丘陵の裾野には、 神
崎ウエンナイポ遺跡が位置する。現在の神崎小学校のグラウンドや旧教員宿舎周辺から、 続縄文
文化期の遺物を含む数多くの土器や石器、 動物骨が出土している（松野ほか 1970） 。
　浜中 2 遺跡の範囲は、現在の浜中集落にほぼ重なる。 集落中央の最も高い地点は標高約 10 
m を測る。砂丘の東西端は緩やかな傾斜を示し、 砂丘自体の比高差は 5 m 程度である。1990 年
に排水管の付替え工事に際して実施された事前調査では、続縄文文化期からアイヌ文化期にかけ
ての多層遺跡であることが明らかとなった。その後、1990 年代には筑波大学や国立歴史民俗博
物館による学術調査が実施され、 貝層や地床炉、 墓など縄文文化期からアイヌ文化期にかけての
生活痕跡が累積することが明らかにされた（国立歴史民俗博物館編 2000、前田・山浦 2002）。
また 2011~2015 年度には千葉大学が、 浜中砂丘の最高地点周囲において学術調査を実施してい
る（千葉大学文学部考古学研究室編 2016）。

第 1 図　礼文島の位置と島北部の遺跡
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第 4 節 調査への参加者

　2018 年度の調査には、調査員・調査協力者以外に以下の研究者と学生が参加している。
　佐藤孝雄（慶應義塾大学文学部　教授）、陳瑪玲（国立台湾大学人類学部　教授）、Christian 
Leipe （名古屋大学宇宙地球環境研究所　共同研究員）、坂口隆（北海道大学アイヌ・先住民研
究センター　客員研究員）、澤藤りかい（琉球大学大学院医学研究科　博士研究員）、Gabriel 
Hughes（オックスフォード大学考古学研究所　博士研究員）、Izumi Braddick （オックスフォー
ド大学考古学部 博士課程）、劉崇宇（国立台湾大学大学院　博士課程）、紀科案（総合研究大学
院大学　博士課程）、胡忠正（同大学院　博士課程）、小林光（東京大学大学院　博士課程）、山
口晴香（同大学院　修士課程）、長谷川陽央（同大学院　修士課程）、劉秉玟 （北海道大学アイ
ヌ・先住民研究センター　事務補助員）、Anna Shepova （サハリン国立大学考古学部　修士課程）、
Tansy Branscombe（オックスフォード大学考古学部　修士課程）、Andy Rogers（同大学院　修
士課程）、佐藤巧庸（慶應義塾大学大学院　修士課程）が参加した。また国際フィールドスクー
ルの受講生は以下の構成である。連合王国 ( サセックス大学、リヴァプール・ジョン・ムーア大
学 ) 2 名、 アメリカ ( イリノイ州立大学 ) 1 名、ロシア ( 極東連邦大学 ) 1 名、 大韓民国（延世大
学校） 1 名、中国（南開大学） 1 名、オランダ ( ライデン大学 ) 1 名、 台湾 ( 国立台湾大学 ) 7 名、 
日本 ( 北海道大学 ) 8 名の 8 カ国から計 22 名。ボランティアは、Wendy Lee（台湾）、木田玲子

（アメリカ）、Eleanor Salkeld（文化財調査員、英国） 、Clara Asiter（パリ第１大学修士課程、フ
ランス）、鈴木慎太郎（慶應義塾大学　学士課程）が参加した。
　発掘調査と並行して行われた文化人類学のフィールドワークおよびスクールは、近藤祉秋（ア
イヌ・先住民研究センター　助教）、田本はる菜（同センター　博士研究員）が担当した。
　同じく調査期間中にピスカ 21 にて開催した発掘調査成果展示は、岡田真弓（北海道大学創成
研究機構　特任助教）、橋本隆行（アイヌ・先住民研究センター　技術補佐員）、平澤悠（同セン
ター　博士研究員）が中心となり製作した。
　また国際フィールドスクールのプログラムの一環として、考古学とアートの融合をテーマに

ワークショップを開催し、沢則行氏（チェコ人形アカデミー　人形師）を講師として招聘した。

4



第 3 章 調査区について

第 1 節 調査区の設定

　調査区の設定は 2017 年度までの調査を踏襲し、 中谷榮氏の所有地南西隅の基準杭から設定し
た 4m 四方の グリッド配置に基づいている。グリッド番号は南北方向をアラビア数字、 東西方向
はアルファベットで表記し、 これ らの北西交差点をもって呼称している ( 第 2 図参照 )。 本年度
の調査は大グリッド A01、 A02、 A03、 B01、 B02、B03、 Z02、 Z03 を対象に実施し、 最終的な面
積は計 31 m² となった。
　A03-a1,a3,a4、A03-b3,b4、A03-c1,c2、A03-d2,d3 は、2017 年度に IX 層中まで掘削が進行
していた調査区である。本年度は、これらの調査区において IX 層の遺物包含層の下限とその下
位に位置する包含層の確認を試みた。
　A03-c3,c4、A03-d3、A02-a2,a3、 A02-b1 〜 b4 は、A02-a3 を除く調査区で VIIa から IX 層の
上面まで掘削を完了した。A02-a3 は、作業用動線を確保する目的で掘削が遅れたため VIIb 層途
中で作業を停止した。
　A03-d1,d4、Z03-c2,c3 は、2017 年度に十和田式段階に比定される NAT004 号人骨が副葬品
と共に発見された範囲である。これらの調査区については、V 層および VII 層から調査を開始し
たが、VII 層に掘り込んだ浅い住居様遺構を確認したため、最終的な発掘停止面は遺構下部（VII
層中）にとどまっている。
　A02-a1,a4、Z02-b2,b3 は、西側の壁面を養生する目的で部分的に未発掘の範囲が設定されて
いた。本年度はこれらの調査区にかかる未発掘範囲を I 層から掘り下げ、IIIe または IIIf 層で掘
削を停止した。
　A01-a1,a2、Z01-b2 は、B01 区を中心に検出されたアワビ貝集積遺構の分布範囲の確定を目
的として、本年度新たに拡張された調査区である。これらの調査区は、I 層から IIa 層まで掘り
下げられた。
　アワビ貝集積遺構の堆積状況把握のため、2017 年度に調査された A01-b3、B01-a4 に加えて、
A01-b2、B01-a3、B01-d1 区が新たに I 層から掘り下げられた。アワビ貝集積外の発掘停止面は、
Id および IIa 層である。　
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第２図　遺跡周辺地形と調査区配置図
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第３図　遺跡の基本層序

7



第 2 節 調査区の層序

　本遺跡の堆積層は、 自然砂層と人為的な魚骨層や獣骨層、 生活面で構成される。 これらは互層
となり全体で 厚い文化層を形成する。ラミナ状に堆積する魚骨層は発掘範囲の全域に連続して
均一に広がるものではなく、 部分的に重なりながらも、 局所的な広がりを見せて堆積している。
調査区全体の基本土層は、 上層から

  I 層 : 表土層および撹乱層。下層は一部、 近世末期の文化層を含む
  II 層 : 砂層。 近世アイヌ文化期の局所的なアワビ貝層、 擦文文化期、 元地式段階の遺物を含む
  III 層 : 魚骨層および貝層。 オホーツク文化期 ( 元地式、 沈線文式、 刻文式段階 ) の遺物を含
 　　　 む    
  IV 層 : 砂層。 オホーツク文化期 ( 十和田式段階 ) の包含層
  V 層 : 砂層。 オホーツク文化期 ( 十和田式段階 ) ~ 続縄文文化期の文化層
  VI 層 : 砂層。 続縄文文化期の文化層
  VII 層 : 砂層。 続縄文文化期の文化層で VI 層よりも遺物や遺構が増える
  VIII 層 : 砂層。 続縄文文化期および縄文文化晩期の文化層で獣骨の密集面を含む
  IX 層 : 砂層。 縄文文化晩期中心の文化層で獣骨の密集面を含む                                    

となる（第 3 図）。 
　本年度は、調査の進行に合わせ複数のセクション図を作成したが、その一部を第 4 〜 5 図に
示す。
　第 4 図は新規に拡張した A01-a1,a2、Z01-b2 区の南壁を記載したセクション図である。最上
層は、現代の造成土でその直下に現代の撹乱層が形成されている。A01-a2 の東から 30cm 程は
IIa 層にまで達する深い垂直の撹乱が認められた。Ia から IIa までの層準は概ね過年度の層序と
一致している。Ib' とした層は堆積が薄く、従来確認されていた Ib 層との差も魚骨とウニ殻の包
含のみであることから局所的に形成されたことが推察される。Ib・Ic 層にはアイヌ文化期の遺物
と考えられる鉄製品破片が含まれていた。Id・Ie 層は、遺物の出土が少なく、IIa 層からは擦文
土器片が出土した。
　第 5 図は、A03-d1、A03-a4、A03-a1 の西壁と A03-a1、A03-a2 の北壁を記録したセクショ
ン図である。VIIb 層より上層の堆積は 2017 年度までに掘削が完了している。VIII 層中の窪みと
そこに充填された堆積物は、2016 年度に発掘および報告された「配石遺構」の一部である。IX
層の下部には、粘性が高く、基盤の角礫を多量に含む砂、および粘土と角礫で構成される基盤層
が確認された。このことから、浜中 2 遺跡 Nakatani 地点の砂層が標高約 3.7m から堆積したこ

とが明らかとなった。
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A01-a2 A01-a1 Z01-b2

A03-d1 A03-a1A03-a4 A03-a2A03-a1
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Ie
Ie
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IdIc
IcIc
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Ib

IbIa Ia

Ib’

Ib
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2 3 VIIIc

1
3
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3
1 1

3
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IX

4.500 m

4.000 m

3.500 m

基盤層 基盤層

2017 年度発掘の停止線

2017 年度発掘の停止線

6.200 m

Ia: 現代に形成された層
Ib: 黒色砂層（7.5YR 3/3）、粘性なし、しまりなし、魚骨とウニ殻を含む
Ibʼ : 黒色砂層（7.5YR 3/3）、粘性なし、しまりなし、魚骨とウニ殻を含まない
Ic: 混土アワビ貝層（10YR 3/3）、粘性なし、しまりなし
Id: 明灰色砂層（10YR 2/2）、粘性なし、しまり極めて弱い
Ie: 灰色砂層（10YR 3/2）、粘性なし、しまり極めて弱い
IIa: 黄色砂層（7.5YR 4/2）、粘性なし、しまり弱い

0 50 cm

(s=1/10)

0 50 cm

(s=1/10)

VIIb: 黒褐色砂層（2.5Y 2/3）、粘性なし、しまりなし
VIIIa: にぶい黄色砂層、粘性なし、しまりなし
VIIIc : 灰黄褐色砂層、粘性なし、しまりなし
IX : 褐色砂層（10YR 4/4）、粘性なし、しまりなし、遺物を
　   ほとんど含まない
IX 最下部 : にぶい黄色粘質砂（2.5Y 6/3）、粘性やや強い、
　　　　   しまりなし、φ5～15cmの頁岩角礫を含む

2016 年出土の「配石遺構」の一部
1: 灰白色砂層（2.5Y 1/8）、粘性なし、しまりなし
2: 黒褐色砂層（2.5Y 2/3）、粘性なし、しまりなし
3: 黒色砂層（10YR 2/1）、粘性なし、しまりなし

2016 年出土の
「配石遺構」の
一部

{

第 4 図　A01-a2 〜 Z01b2 南壁セクション

第 5 図　A03-a4（西壁）〜 A03-a2（北壁）セクション
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第４章　検出された遺構

第１節　アイヌ文化期・擦文文化期の遺構

1）アワビ貝集積遺構　（第 6 図）
　アイヌ文化期に比定されるアワビ貝の集積は、調査区南側において、2016 年度に確認された。
2017 年度の拡張区においても新たな貝集積が 2016 年度に確認された貝集積よりも層位的に高
い位置で確認されたものの、平面的分布範囲の確定には至らなかった。本年度は、アワビ貝集積
遺構の上下関係および分布範囲の確定を目的に Z01-b2、A01-a1、A01-a2、A01-b2、B01-a3、
B01-d1 を拡張した。
　これらの拡張区では、去年度までに先行して掘削した A01-b3 および B01-a4 の貝集積検出面
とほぼ同一の面に至るまで掘り下げを行った。掘削中の層位確認と記録のために A01-b2 の南に
東西方向のベルトを設定している。加えて、A01-b3 グリッドの西側には貝の分布が希薄であっ
たことから、貝集積よりも下位の層準を確認するために、西壁から幅 15cm の先行掘削トレン
チを設定した。
　B01-a4 を中心に確認されたアワビ貝集積は第 6 図が示す範囲に分布することがわかる。分布
東端は B01-a3 の中央付近で、西端は A01-b2 と b3 の中央付近である。アワビ貝集積の西側の
境界は、大規模な撹乱によって破壊されており、本来の貝集積はさらに西側に継続して分布した
ことが推測される。本年度南側に拡張した B01-d1 の範囲内では、貝集積の分布南限が確認でき
ていないため、来年度以降の調査で確認する予定である。
　本調査で明らかになったアワビ貝集積遺構は、主にアワビ貝によって構成されるが少量の海獣
骨が B01-a3 において出土し、イヌ下顎骨が 1 点、B01-d1 から出土している。遺構と撹乱層の
境界付近には、炭化した木製品が検出され、それに接する状態で真鍮製キセルの雁首と吸口が出
土した。B01-d1 では、薄い木片が複数点出土した。また 2016・17 年度の調査では、折り曲げ
られたマキリや鉄製品がアワビ貝に伴い出土している。

2)　擦文文化期の土坑群（第 7 図）
　2018 年度調査では遺構内堆積中および周辺に擦文土器を伴う小規模な土坑が確認された。確
認された土坑は、大きく３つに分けられ、すべて IIa 層を掘り込むかたちで構築されている。そ
れぞれ 2018 Pit 1 〜 3 と呼称することとした（以下 Pit 1、2、3 と記載する）。Pit 1 は、平面
形がひょうたん型を呈し、断面では一見二つの土坑が切り合っているようにもみえるが、遺構内
は単一の砂層で充填されており、形成過程の前後関係を示す特徴はみられなかった。土坑の底部
は二段に分かれており、この土坑はごく短い時間差をもって形成されたと推定できる。Pit 2 は、
Pit 1 の北西に位置する。この土坑の遺構内堆積は、Pit 1 のそれとほぼ同様で土器片・炭化物を
含む。Pit 3 は、構造的に Pit 1 とほぼ同様で平面ひょうたん型を呈するが、遺構内堆積に明瞭な
差があることから、西側の深い土坑が先に形成され、その後東側の浅い土坑が作られたと考えら
れる。先に堆積した 2 層は、黒色砂層で炭化物・魚骨・貝殻片などを含み、その上に黒褐色砂
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層と IIa 層の黄色砂がまだらに充填している 1 層が存在する。これらの状況から、先行する深い
土坑は柱穴とも考えられるが、後者の浅い掘りこみの用途は不明である。

第 2 節　オホーツク文化期の遺構

1）十和田式段階の小竪穴遺構（第 8 図）
　2018 年度調査では、オホーツク文化前期の十和田式段階に比定される V 層中で小竪穴遺構が
確認された。小竪穴遺構は、炭化物を豊富に含む VII 層の黒褐色砂層を掘り込んで構築されてい
る。遺構の平面的な広がりは、A03-d1・d4 で確認されたがその西側である Z03-c2・c3、南側
の A02-a1、Z02-b2 にも分布する可能性がある。しかしこれら西側の調査区は、V 層まで掘削が
達しておらず、なおかつ調査区西壁の保護を目的とする土嚢袋が積まれており、本年度は掘削で
きなかった。南側は、III 層を掘り下げている段階で、こちらも V 層まで掘削が到達していない。
また、A03-d2・d3 は、すでに IX 層まで掘り下げられていることから過年度の調査時点で本遺
構の一部が検出されていたことになるが、当時はごく小規模の非常に浅い掘りこみと判断され写
真記録のみに留め、本遺構の確認には至らなかった。
　本遺構の確認によって新たに判明した点は、2017 年度調査で確認された十和田式段階の埋葬

+
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+ +
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++

+

B01-a4A01-b3
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ベルト

Ie～IIa 層

炭化
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アワビ貝集積分布境界

撹乱層
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N

第 6 図　B01-a4 アワビ貝集積
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1: 黒色砂層（10YR 2/1）、粘性なし、しまりややあり、土器片・炭化物・鉄製品破片を含む
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第 7 図　IIa 層の Z02-b3 ピット群出土状況

12



+

+

+

+

A03-d4 A03-d3

A03-d1 A03-d2
+ +

遺構境界線

遺構境界線

VII 層

VII 層

ベ
ル
ト

養生用
土のう

sph’sph

sph’’’

sph”

sph sph’

5.100 m

5.100 m

1
2
3 4 5

6
7

遺構底面（床面）

sph’’’ sph sph’’

1
2
3

5 4
5

6 7

遺構底面（床面）

1: 黒褐色砂層、7.4YR 3/2、粘性なし、しまりなし、白色粒子を多く含む
2: 暗褐色粘質砂層、10YR 3/3、粘性あり、しまりなし、魚骨・海棲貝類等を多く含む
3: 褐色砂層、10YR 4/4、粘性なし、しまりなし、白色粒子を多く含む
4: 暗褐色砂層、10YR 4/3、粘性なし、しまりなし
5: 黒褐色砂層、10YR 2/2、粘性なし、しまりなし
6: 黄褐色砂層、10YR 5/6、粘性なし、しまりなし
7: 黒褐色砂層、10YR 2/2、粘性なし、しまりなし

0 1 m0.5

土囊

土囊
A03-d3

A03-d2

A03-d4

A03-d1 .

. .

sph’’

sph’sph’’’

. sph

0 50 cm

0 50 cm

N

第 8 図　V 〜 VII 層中の小竪穴遺構平面・セクション図
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第 9 図　A03-b3,c2 区の IX 層遺物・炉跡出土状況
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遺体である NAT004 号人骨は、本遺構の北壁および北東壁に接する形で、遺構内部に埋葬され
ていたことが明らかになった。2017 年度の概要報告では、墓壙の掘り込み面および輪郭が明確
に捉えられなかったと報告しているが、本小竪穴遺構の確認によって 2017 年度の調査時点で墓
壙の明確な輪郭を確認できなかった理由が明らかとなった。
　本遺構の掘削にあたって、磁北に対して東西方向のベルトおよびそれに交差する北西ー南東方
向のベルトをそれぞれ設定し、床面の検出を目指した。遺構覆土の堆積状況はベルト南東および
南壁の sph-sph' と sph'''-sph'' に示した通りである。（第 8 図）。

第３節　縄文文化期の遺構

1) 遺物・鳥獣骨に伴う炉跡（第 9 図）
　A03-a および b では、昨年度から継続して縄文時代晩期の遺物・動物遺存体を多量に包含す
る IX 層を掘削し、これらの垂直分布境界の把握が試みられた。過年度までにも報告したとおり、
VIII 層下部から IX 層には、縄文晩期後葉の浜中大曲式土器が複数出土しており、今年度の調査
でも同様の傾向が確認された。一方で、これまでみられなかった炉跡が A03-c2 から検出された。
約 50cm 四方の範囲に炭化物を多く含む砂が馬蹄状に広がっており、石囲いなどの付帯施設は
認められなかった。本遺構の北側には比較的大型の海獣骨が分布するものの、炉跡内部およびそ
の周囲からにはみられない。炉跡に充填した暗褐色砂層は、層厚が最大 10cm 程度と薄く、鳥
類骨やアワビ貝殻破片を擁する。炉跡の平面形態と規模、礫を伴わないなどの諸特徴から、本遺

構は短期間に形成されたものと推察される。
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第５章　主な出土遺物

第１節　出土遺物の構成

　本年度の発掘調査においては、 表土である Ia 層から縄文晩期と推定される IX 層まで、 各層か
ら多様な遺物が出土した。層ごとの出土総数や詳細な内訳は現在確認中だが、現場でトータル
ステーションを用いて三次元座標データを記録して取り上げた主な資料は土器片 365 点、 石器 
1183 点、 骨角器類 52 点、 動物遺存体 232 点、 金属器類 15 点 であった。その他の人工・自然
遺物を含めると、記録点数は 計 1980 点であった。 なお骨角器類とは典型的な製品やその破損
品だけでなく、 加工痕跡やカットマークのある資料を含めた点数である。

第２節　土器

1) 擦文文化期・オホーツク文化期・続縄文文化期
　第 10 図には IIc から VII 層までの範囲で出土した土器破片、第 11 図には II および IIIb 層か
ら出土した比較的大型の土器片の図を示した。
　第 10 図の 1-11 は、オホーツク文化期の沈線文式および刻文式土器である。１は、口縁およ
び底部が欠損しているが、その強い湾曲した断面形態からミニチュア土器の破片と考えられる。
胴部中央には、二重の沈線が施されている。2 は、胴部破片である。器面には、中央が押圧され
その周囲が円形に盛り上がったような文様が観察できる。3 は、4 条の縦走沈線と 2 条の横走沈
線が直行する文様を持つ。4 は、上部に刻文と摩擦式浮文が描かれ、その下にボタン状の貼付け
がみられる。5 は、外反する頸部に２条の沈線、それらに若干重複するように刻文が施されてい
る。6 および 7 は、口唇部が折り返されており、共通して刻文が沈線文に挟まれる形で横走する。
8 の口唇部も同様であるが、直下に横走沈線、続いて刻文が施されている。また、資料の下部で
は摩擦式付文と沈線が交互に施文されている。11 には、等間隔で横走する三列の刻文が施され
ている。
　12 は、口唇直下に内側からの刺突（IO）を横走させ胴部には縦走する縄文がみられ、所謂、
香深井式に類似する。13 は、若干外側にせり出した口縁の口唇に刻み、その直下に外側からの
刺突（OI）が施されている。その下部には、二本の横走する沈線に並行させて斜め下からの刺突
による刻目文を配置している。胴部には、斜行する縄線文がみられる。類似した土器は、オンコ
ロマナイ貝塚、声問大曲遺跡、亦稚貝塚においてみられる。礼文島に置いても浜中２遺跡以外で
は幌泊段丘遺跡群からも出土が知られている。
　１はミニチュア土器底部の破片である。2 〜 4 は胴部の破片である。5 〜 9 および 11 〜 13
は口縁部の破片である。10 は鉢である。
　第 11 図の 1 は、今年度出土したオホーツク土器のなかで最も大型の接合資料である。口唇は、
文様をもたないものの、折り返されており外側へ若干突出している。その直下には刻文が巡って
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1 (IIId 層 ) 2 (IIId 層 ) 4 (IIId 層 )

5 (IIc 層 )

8(IIId 層 )

7 (IIIe 層 )

0 5cm
(s=1/2)

3 (IIId 層 )
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10 (IIIe 層 )

13 (V 層 )

9 (IIIe 層 )

11(IIIe 層 )

11 (VII 層 )

12(VII 層 )

第 10 図　IIc 〜 VII 層出土 土器資料

17



 

 
 

　　第①図 IIa、IIIb 層出土土器資料

1（lllb 層）

2（lla 層）

0 5 cm

(s=1/3)

第 11 図　IIa、IIIb 層出土 土器資料
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1(IX 層 )

4(VIII・IX 層 )3(IX 層 )

5(IX 層 )

底部拡大 ( 約 1/3)

0

0
3(s=1/2)

1･2･4･5(s=1/3)

5cm

5cm

2(IX 層 )

第 12 図　VIII 〜 IX 層出土 土器資料 （１）
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第 13 図　VIII 〜 IX 層出土 土器資料（２）

 

 
 

縮尺：
1・2a: 約 1/3、
2b: 約 2/3 （Vlll・lX 層）

2b 台部拡大

2a 正面

(lX 層 )
1d 側面1c 正面

1b 底部 1a 口縁部
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おり、一定の空間を開けて二条の沈線が横走する。胴部にも類似した間隔で二条の沈線が施され
ている。
　2 は、擦文土器の甕である。本資料は、第Ⅱ a 層中に堀りこまれた土坑（2018 pit 1、第 7 図
を参照）内部と遺構周辺から出土した。本資料の口縁部は、やや内湾気味に立ち上がっており、
頸部がややくびれる。口縁直下に沈線を横走させた後に表面に荒い磨きを施している。頸部には、
刻みを三段横走させている。頸部下には、沈線と刻みによる列点で構成される菱形の文様帯が区
画され、その下部を複段の横走沈線を走らせている。この横走沈線は、1 本の連続した沈線では
なく、幾度かの不連続な沈線を繋げたものである。

2) 縄文文化期　
　今年度（2018 年）の調査は、昨年度（2017 年）と同じグリッド・層位（Ⅷ・IX 層）を掘削
しているため、昨年度の出土品と接合するものも多い。Ⅷ・IX 層出土の縄文晩期後葉の土器は、
浜中大曲式（第 12 図 1 ～ 5、第 13 図 2）が主体で、幣舞式（第 13 図 1）が少量出土している
状況が看取される。これら縄文晩期後葉の土器は、時期的なまとまりが看取される良好な資料で
ある。本稿では、復元可能な半完形品を中心にその一部を紹介する。
　浜中大曲式の深鉢には砲弾形（第 12 図 1）と肩部で屈曲するもの（第 12 図 2・３・5）があり、
両者ともに口縁部や胴部に横走する沈線文、あるいは刻目列を充填し、装飾することに特徴があ
る。第 12 図 1 は、口縁部に 3 状の沈線文、口唇部に刻目を施す小波状口縁深鉢である。底部底
の端が高台状で、弱い上底を形成する。第 12 図 2 は小形の小波状口縁深鉢で、波頂に刺突、口
唇部に刻目、胴部と底部の境にツメ状の刻目を施している。第 12 図３は深鉢で、口唇部に小形
の突起を付け、胴部には条痕調整を施している。第 12 図 5 は、推定 4 単位の大形の波状口縁深
鉢で、胴部下に補修孔を施している。第 12 図 4 は、壁が薄手で強い上底の小形平縁浅鉢である。
第 13 図 1 は楕円形を呈する浅鉢で、刻目を施した小山状の突起を口縁部に 3 カ所付け波頂を形
成する。突起波頂部を含む正面側の口唇部には、竹管状工具によるツメ状の刻目が施されている。
口縁部から底部底の際にかけて縄文が施されている。
　第 13 図 2 は、波状口縁の台付浅鉢である。4 単位と推定される波頂にはエグリを施し、波頂
間に小突起を付けアクセントを加えている。口縁部に 3 条、口縁部内面、及び肩部に 4 条沈線
を施している。台部には、「〇」状透かしと小「〇」状刺突を伴う菱形沈線文を交互に充填して
いる。類似する文様構成や手法は、照岸洞窟出土品（千代 1965: 図 6-28）や大川遺跡出土品（余
市町教育委員会 2000: 図 58-83）に看取される。
　これら縄文晩期後葉の資料は、本遺跡 R 地点 IV 層と Y 地点 VI 層出土（国立歴史民俗博物館
2000）の浜中大曲式を補完する良好な資料である。本遺跡 Na 地点Ⅷ層には他時期の土器が少
量混在しているが、IX 層は浜中大曲式の単純期の層準とみられる。Na 地点出土の縄文晩期後葉
の資料は、浜中大曲式の細分と組成、及び東北地方や北海道内の他地域との並行関係を検討する
上で重要な資料となるであろう。今後さらに本地点のⅧ・IX 層出土品を詳細に分析することで、
これらの課題を検討していく必要がある。
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第３節　石器

　今年度調査で出土した石器のうち、特徴的な石器製品を抽出し第 14 図に示した。1 は、 VII 層
出土の黒曜石製エンドスクレーパーである。素材は比較的厚い剝片を用いており、腹面から背面
方向に急角度の二次加工が入念に施されている。腹面側には、上方に位置する折れ面からの打撃
がある程度加えられているが、この加工の目的は不明である。刃部は上下共に途中で折損してい
る。2 は、VIII 層出土の珪質頁岩製有茎石鏃である。本資料には背面左肩付近と茎部、腹面茎部
にアスファルトと思われる黒色の付着物が観察できる（濃灰色の箇所）。平面形態は、ほぼ長軸
に沿って左右対称であり、整形は背面加工と腹面の周縁部加工によって行われている。加工の度
合いが両面で異なるため、側面形態は山なりである。3 は、VIII 層出土の珪質頁岩製両面加工石
器である。本資料は、器体長軸に対して左上から右下にかけて折れており、隣接する小グリッド
間で接合した 2 点で構成される。素材の両面加工調整は、両面共に器体全域におよんではいる
ものの、それらの剝離自体に斉一性があまりなく、器面に強い凹凸も見受けられる。一方で、周
縁部の二次加工は部分的ではあるが入念に施されており、着柄や使用方法などに関係すると推察
される。4 は、IX 層出土の黒曜石製有茎石鏃である。本資料は、第 14 図 2 と同様に黒色のアス
ファルトの付着が折れた茎部の上部両面に認められる。器形は保たれているものの、先端部背面
左肩、茎部は折損している。先端部は、刺突による衝撃で失われたと考えられる。アスファルト
は、その付着位置から着柄方法との関連が推察される。5 は、IX 層出土の珪質頁岩製石錐である。
器体の上部は折損しているため、全容は不明である。本資料は、石鏃の茎部とも考えられたが、
二次加工が両面共に器体中央まで及ばないこと、資料下端の剝離面に摩耗による光沢が肉眼でも
観察できたことから、石錐と判断された。

第４節　骨角器

　第 15 図には 2018 年度に出土した主要な骨角器を図示した。１は、銛頭の先端部である。先
端は根バサミ型で、索孔は銛先の着柄方向と平行に設けられている。両面共に長軸中央に稜が観
察でき、左右はほぼ対称である。基部側は破損しており形態は不明である。2 は、IX 層出土の
開窩式銛頭である。先端は根バサミ型である。中央部は先端部と基部から明瞭に作り分けられて
いる。中柄の装着される茎槽が、この中央部から基部末端まで設けられていること、そしてこの
中央部の上下には段がつけられ、他の部分よりくぼんだ形状をもつことから、緊縛用の索縄を結
びつける部位であったと考えられる。基部は三叉に分かれており、全体に横走する刻み文様が施
されている。茎槽を下に向けて置いた場合、先端部の根バサミは若干ねじれた状態を示す。3 は、
IX 層出土の骨製品である。先端部は折損しており最大長は不明である。基部には、孔があけら
れている。扁平な面の片側には、小さい環状の装飾が複数施されている。円筒状の形態、中央部
以下が先細っていく形状、基部の孔、若干の装飾といった諸特徴から、本資料は髪飾りのような
装身具であった可能性がある。
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第 14 図　VII 〜 IX 層出土 石器資料
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第 15 図　IIIc、IX 層出土骨角器
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第 5 節　金属器

　第 16 図には、2018 年度に出土した主要な金属器を図示した。1 〜 3 は、全て A01-b2 の撹
乱層およびアワビ貝集積に隣接する位置から出土した真鍮製キセルの一部である。1 は、雁首で
小口には若干の木質部が残存している。この木質部は、羅宇の一部であると考えられる。火皿か
ら雁首にかけての形態は、古泉（1983）による分類 5 に最も近く、年代は 18 世紀後半に比定
される（宇田川 1996）。2 と 3 は、断面直径と最大長に差があるものの近位端から遠位端にか
けての基本的なプロポーションは類似している。古泉の分類と比較すると分類 4 〜 6 のいずれ
かに該当すると考えられるが、雁首に比べこれらの間に大きな形態差はみられない。よって、吸
口のみから推定される年代は、18 世紀前半から 19 世紀となる（古泉 1983）。これらの資料は、
いずれも中国大陸側で制作されたキセルではなく本州で生産され、島内へ持ち込まれた製品であ
ると推察される（宇田川 1996）。

0 5 cm

(s=1/1)

1(I 層）

2(I 層）

3(I 層）

第 16 図　I 層出土金属器
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第 6 章 2017 年度出土 NAT004 号人骨の形態人類学的所見
　

第 1 節　骨の保存状態

　全身の骨格が概ね良好に保存されている。ただし、上位肋骨、下位胸椎、仙骨、左寛骨、右大
腿骨、右腓骨、左足の骨の保存状態はやや不良である。
　頭骨（第 17 図 : （a）-（f））の保存状態は概ね良好だが、蝶形骨体、鼻腔の外側壁、後鼻孔周辺、
右眼窩の内側壁に比較的大きな破損が見られるほか、より軽微な破損が、前頭鱗、左右鼻骨、左
上顎骨の前面と後面、後頭鱗の下縁など数箇所に見られる。右頭頂結節付近から左プテリオン付
近にかけて頭頂骨に亀裂があり、修復後の頭骨では、左頭頂骨亀裂部とその延長に位置する左蝶
鱗状縫合、頬骨側頭縫合において、最大 3 mm のずれが残った。この点を除き、破損に伴う頭
蓋の歪みは軽微である。下顎骨はほぼ完形である。歯は生前に脱落した右上顎第 3 大臼歯を除
きすべて残存している。なお、右側頭骨の錐体部と左右下顎第 3 大臼歯を同位体分析及び DNA
分析用の試料とした。耳小骨は右のツチ骨・キヌタ骨が残存している。舌骨は欠損している。
　椎骨は環椎から第 1 尾椎まで揃っている。第 9、10、11 胸椎および仙骨は保存不良だが、こ
れら以外の椎骨の破損は軽微である。なお、この個体では、第 11 胸椎と第 12 胸椎の間の椎間
関節の形態が腰椎的で、第 11 胸椎が transitional vertebra（Williams et al. 2016）になる（第
17 図 : （g）-（j））。胸骨柄はほぼ完形で、胸骨体は不完全ながら残存している。肋骨は左右 12
対残存している。左右の第 1 肋骨、右の第 7 ～第 11 肋骨、左の第 8 ～第 12 肋骨はほぼ完形で、
残りの肋骨はより不完全である。
　鎖骨、肩甲骨、上腕骨、橈骨、尺骨は概ね保存良好である。左肩甲骨の上角付近と右上腕骨の
小結節付近、右尺骨の遠位内側部にやや大きな破損がある。手の骨は右手の末節骨 1 点を欠くが、
それ以外すべて揃っており、破損も軽微である。
　右寛骨は保存良好だが、坐骨結節と腸骨稜に破損がある。左寛骨はより不完全で、腸骨の数箇
所と閉鎖溝付近、恥骨下枝が破損している。右大腿骨は骨頭と骨頸が離断しており、また内側顆
が破損している。左大腿骨はほぼ完形である。右膝蓋骨は下部を欠き、左膝蓋骨はほぼ完形であ
る。右脛骨は右側近位端前面、左脛骨は近位端と骨体遠位部が破損している。右腓骨は遠位骨体
に欠損があり、近位部と遠位端が離断している。左腓骨はほぼ完形である。右足の骨は中節骨 2
点と末節骨 2 点を欠くが、それ以外すべて揃っており、破損も軽微である。一方、左足の骨は
楔状骨 3 点と基節骨 1 点、中節骨 3 点、末節骨 1 点を欠き、残存している骨の大半が保存不良
である。

第 2 節　性別と死亡時年齢

　性別は、寛骨の形態（Igarashi 1992, White et al. 2012）に基づいて判定した。恥骨下陥凹と
腹側弧が明瞭に観察されたこと、内側から見たときに恥骨下枝の内側縁（下縁）が鋭いこと、恥
骨上枝が細長いこと、大坐骨切痕が幅広いこと、さらに左寛骨の耳状面前溝において明瞭な輪郭
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(a) (b) (c)

(d) (e) (f)

(g) (h) (i)

(j)

第 17 図　NAT004 号人骨
NAT004 号人骨の頭骨 (a-f) および骨折が確認された椎骨 (g-j)。(a) 左側面観 (b) 前面観 (c) 右側面観 (d) 上面観 (e)
底面観 (f) 後面観 (g) 第 11 胸椎 (h) 第 12 胸椎前面 (i) 第 12 胸椎側面 (j) 左から第 1 ～第 4 腰椎。椎体の骨折が
見えるよう、第 1、第 2 腰椎は上面を上に、第 3、第 4 腰椎は下面を上に向けている。
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を伴うピットが観察されたことから、女性と判定した。
　死亡時年齢は複数部位の形態的特徴をもとに総合的に推定した。恥骨結合部については、結合
面周縁が骨吸収によって一部崩壊しており、恥骨結合面内の凹凸は不規則で小孔が多数観察され
ることから、Brooks and Suchey (1990) の Phase 6（45 歳未満の可能性が低く、60 歳以上の可
能性が十分ある）と判定された。腸骨耳状面の形態は、Buckberry and Chamberlain (2002) の
基準に照らして Stage 6（40 歳未満の可能性が低く、65 歳以上の可能性が十分ある）と判定さ
れた。一方、脳頭蓋 8 箇所と顔面頭蓋 5 箇所の頭蓋縫合の癒合状況を点数化し、近代日本人を
参照群とする Sakaue (2015) の方法を適用したところ、30 代後半から 50 代前半と推定された。
左右の膝蓋骨は大腿四頭筋の停止部の骨棘が発達しておらず、Sakaue (2008) の基準を適用する
と Score 1 か 2 であり、40 代から 50 代と推定される。また、歯の咬耗は著しいものの、残存
歯が 31 本あり、したがって老齢とは考えにくい。これらの所見を総合すると、この個体は熟年（40
代または 50 代）で死亡した可能性が高い。

第 3 節　頭蓋の形態と体格

　以下の計測はマルチン式（馬場 1991）による。脳頭蓋最大長は 197 mm、脳頭蓋最大幅は
143 mm、頭蓋長幅示数は 72.6 で、礼文島浜中でこれまでに出土したオホーツク人骨および船
泊遺跡で出土した縄文時代人骨（松村・姉崎 2000）のどの個体よりも長頭である。最小前頭幅
は 97 mm、頬骨弓幅は 149mm、中顔幅は 108 mm、上顔高は 75 mm であった。ウィルヒョ
ウ上顔示数は 69.4 で、低顔（chamaeprosop）に分類されるが、この値は礼文島のオホーツク
人女性の平均に近い。鼻幅は 25 mm、鼻高は 53 mm であった。鼻示数は 47.2 で、辛うじて中
鼻（mesorrhin）に分類されるが、縄文人に比べてかなり狭鼻で、礼文島のオホーツク人女性平
均に近い。船泊遺跡の縄文人女性と比較すると、中顔部に対して額の幅が狭く、かつ顔が高い点
でオホーツク人的である。
　四肢骨の長さに関しては、上腕骨最大長は右 304 mm、左 295 mm、橈骨最大長は右 222 
mm、左 223 mm で、左右平均の brachial index は 74.3、左の大腿骨最大長は 423 mm（自然
位全長は 421 mm）、左の脛骨最大長は 340 mm で、crural index は 80.4 であった。上腕に対
して前腕が短く、大腿に対して下腿が短い点においてもオホーツク人的である。
　この個体は他の礼文島のオホーツク人女性に比べて大柄である。推定身長に関して、大腿骨自
然位全長と脛骨最大長を併用する、北米の北極圏集団に基づく推定式（Auerbach and Ruff 2010 
Table 5）を適用すると 156 cm と推定された。日本人女性に基づく推定式（佐宗・埴原 1998 
Table 5 主軸法）を適用すると、大腿骨からの推定身長は 158 cm、脛骨からの推定身長は 157 
cm であった。

第 4 節　骨考古学的所見

　どの部位にも明らかな受傷痕は見当たらなかった。
　頭骨においては、両側の下顎窩の前外側部および右下顎頭の外側部に、軽度の顎関節症を示唆
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する退行性変化（多孔性の変化）が観察された。上述のとおり、右上顎第 3 大臼歯は生前に喪
失しており、隣接する右上第 2 大臼歯遠心の歯槽骨も退縮している。また、右上顎第 1 大臼歯
の舌側根を支持していた歯槽骨もおそらく歯周病によって吸収されている。そのほかの部位の歯
槽骨の退縮は総じて軽微である。歯の咬耗はかなり進行しており、Smith (1984) の基準に照ら
すと、下顎第 1 大臼歯が Stage 7、第 2 大臼歯が Stage 6 または 7 に相当する。また、大臼歯咬
合面の頬舌方向の傾斜が顕著であり、この点において狩猟採集民よりも農耕民の咬耗様式に類似
する（Smith 1984）。
　第 11 胸椎から第 4 腰椎にかけて圧迫骨折が観察されることから骨粗鬆症が示唆される（写真
(g)-(j)）。第 11 胸椎から第 2 腰椎は椎体上面、第 3 腰椎は椎体下面が陥凹し、第 12 胸椎は楔状
を呈する。第 4 腰椎においては、椎体下面の左端 6 分の 1 ほどが、骨折による破断後に外側下
方に 6 mm ほどずれた状態で癒合している。四肢骨の変形性関節症に関しては、左右の大腿骨
膝関節面内に骨過形成と多孔性変化が見られ、軽度の膝関節症が示唆されたほか、右手の第三中
手基節関節では中手骨にやや顕著な骨過形成が見られた。
　左寛骨では耳状面前溝に明瞭な輪郭を伴うピットが観察されたが、右寛骨の耳状面前溝は浅
く、輪郭がやや不明瞭である。Igarashi (1992) の基準に照らすと、左が P または PP、右が N ま
たは P に相当する。また、左右の恥骨において、恥骨結合面に接する背側面のピットが観察された。
これは Stewart (1970) の基準における ”medium to large” に相当する。ピットの発達には加齢の
影響が大きいことを踏まえると（Suchey et al. 1979; Maass and Friedling 2016）、この個体の妊
娠出産経験については不明である。
　左側は破損により不明であるが、右距骨と右脛骨では蹲踞面が発達していた。距骨蹲踞面は、
内果関節面の前方延長と滑車関節上面の内側での前方延長の一体化と、滑車関節上面の外側での
前方延長を呈する。ただし、関節面の前方延長は頸部にまでは拡がっていない。脛骨蹲踞面に
相対する距骨頸上面には粗面が観察された。これらの特徴から、この個体は習慣的に蹲踞姿勢を
とっていたことが示唆される。
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第 7 章　まとめ

　本年度の調査は、昨年度までの調査を継続してアイヌ文化期に比定されるアワビ貝集積遺構の
分布と、縄文晩期相当層の遺物分布状況の確認を主たる目的として行った。アワビ貝集積遺構は
その A01-b2・b3 区西側で激しい撹乱を受けていることが明らかとなった。遺構の南側の広がり
については確認できていない。アワビ貝集積遺構の層位的関係と年代的な位置付けについては、
様々な時期の資料が共伴しており、形成時期の幅は長い可能性が考慮されることから、来年度の
課題としたい。
　オホーツク文化期の成果は、昨年確認された十和田式段階の埋葬が小竪穴遺構の内部に位置し
ていたことが確認できたことである。これまでオホーツク文化期初期に屋内墓は確認されていな
い。今回確認された小竪穴と十和田式段階の埋葬事例との相関関係については、引き続き慎重に
検討したいと考えている。本遺構はまだ完掘できていないため、来年度以降に改めて小竪穴の性
格の確認を図りたい。
　昨年同様、縄文文化期の文化層に関しては、海獣骨や鳥骨と土器や石器が集中し、調査区全体
に面的に広がっていることが確認できた。出土した土器も、前年度資料と接合し完形近くまで復
元可能な個体が複数含まれていることが明らかとなった。土器型式に基づくと、VIII 層下部から
IX 層で確認された生活面は、縄文晩期後葉に位置づけることが可能である。また、2018 年度の
調査では、IX 層以下を掘り下げた結果、現地表から約 4m の深さの地点、標高 3.7m において頁
岩と粘土で構成される基盤を確認することができた。IX 層以下には文化遺物は確認できておら
ず、浜中２遺跡の中谷地点における生活面の形成は、縄文晩期以降に開始されたことが確認でき
たことになる。
　一方で、中谷地点から南東に数百メートル離れた国立歴史民俗博物館や筑波大学の調査地点で
は、縄文中期段階の生活面や資料が出土しており、これらの先行する調査成果と比較することに
より、浜中砂丘には異なる砂丘形成時期と複数の砂列帯の存在を想定する必要がある。
　本調査の実施にあっては、地権者である中谷榮氏、浜中自治会長の相原栄氏をはじめとする浜
中・船泊両地区の皆様、そして礼文町教育委員会 藤澤隆史氏に多大なご助力とご支援を賜った。
末筆ながら改めて感謝申し上げます。
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十和田式段階の住居様
遺構を検出

包含地

オホーツク文化期
 擦文文化期

（古代） 骨角器

石器集中

（近世）
 アイヌ文化期 アワビ貝集積の分布

と現代の撹乱範囲を
確認した

アワビ殻を
特徴とする
混土貝層

方形の孔を有する
アワビ貝殻、
キセル吸口・雁首

VIII 層下部からⅨ層で

動物遺存体の著しい密集

を検出した

A01、B01 調査区 I 層中で近世アイヌ文化期の送り場と考えられるアワビ貝集積の

　分布堆積範囲を確認した。

Z03、A03 調査区西側で V層から VII 層に掘り込んだ住居様遺構を検出した。

A03 調査区と B03 調査区で縄文文化期のⅨ層では、2017 年度に引き続き動物骨と土器片や石器とが

　密集した状態が面的に広がる状況を確認した。

十和田式段階
の住居様遺構
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